
翻
刻
・
俳
書
『
雲
米
与
之
野
』

　
本
書
は
、
幕
末
の
豊
後
で
生
ま
れ
た
小
冊
の
俳
講
書
で
あ
る
。

編
者
三
名
の
共
編
に
よ
る
私
家
版
で
、
刊
行
に
は
上
方
の
書
肆
が

関
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
迩
北
・
翠
々
・
石
友
の
三
名
の
発
起
に
よ

り
、
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
　
一
月
十
七
日
、
豊
後
国
海
辺
郡
吉
野

里
天
満
宮
の
臥
竜
梅
（
大
分
市
南
端
の
萩
尾
に
現
存
）
の
下
で
観

梅
の
雅
遊
が
営
ま
れ
た
。
参
加
者
は
、
七
名
の
従
僕
も
加
え
る
と

総
勢
三
九
名
、
そ
の
行
遊
記
念
の
作
品
集
な
の
で
あ
る
。
外
題
の

「
雲
米
与
之
野
」
が
「
梅
吉
野
」
の
意
で
あ
る
の
は
、
言
う
ま
で

も
あ
る
ま
い
。
ま
ず
、
書
誌
を
記
す
。

　
　
半
紙
本
一
冊
。
水
浅
葱
色
小
菊
文
様
押
形
入
り
表
紙
。
題
簑

　
　
中
央
無
辺
。
表
と
裏
の
見
返
し
は
枯
色
の
紙
。
全
一
五
丁
。

　
　
社
則
「
一
」
～
「
十
五
」
。
各
面
の
四
周
の
匡
郭
は
角
を
曲

　
　
線
に
し
、
十
五
丁
目
裏
の
左
縦
線
に
「
豊
後
大
分
郡
花
信

　
　
松
笥
七
香
三
園
合
梓
」
の
刊
記
を
挟
み
込
む
。
刊
記
の
脇
に

田
　
中
　
道
　
雄

図
１
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菱
形
様
の
「
一
外
」
の
朱
印
（
陽
刻
）
が
あ
り
、
表
の
見
返

　
　
し
に
は
「
第
三
十
号
」
の
墨
書
が
あ
る
。
あ
る
い
は
大
西
一

　
　
外
の
旧
蔵
書
か
。
架
蔵
。

　
ご
覧
の
よ
う
な
小
俳
書
だ
が
、
私
は
こ
の
書
に
つ
よ
く
惹
か
れ

る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
郊
外
散
策
の
問
題
を
論

じ
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
著
『
蕉
風
復
興
運
動
と
蕪
村
』
（
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
第
三
章
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
本
書

に
つ
い
て
多
少
は
ふ
れ
た
が
、
こ
の
度
や
は
り
、
全
文
を
紹
介
し

て
お
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
本
書
の
魅
力
は
、
独
特
な
内
容
編
成
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
　
口
絵
・
巻
頭
言
・
回
章
（
雅
遊
開
催
の
趣
意
を
述
べ
た
案
内

　
　
状
）
　
・
行
楽
記
（
序
文
を
兼
ね
る
）
　
・
作
品
・
色
刷
り
押
し

　
　
絵
（
四
面
）
　
・
作
品
・
欧
文
・
出
杖
名
録
（
参
加
者
名
簿
）

回
章
と
行
楽
記
が
特
に
収
め
ら
て
れ
お
り
、
し
か
も
内
容
は
甚
だ

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
口
絵
は
朱
・
薄
墨
を
加
え
た
三

度
刷
り
、
三
穎
の
朱
印
は
手
捺
し
だ
ろ
う
。
挿
し
絵
は
見
開
き
の

二
点
と
い
う
よ
り
、
連
続
し
た
一
点
と
考
え
て
よ
い
。
墨
こ
薄
墨

の
他
に
朱
色
・
淡
い
朱
色
・
水
浅
葱
色
・
淡
い
水
浅
葱
色
・
芥
子

色
・
淡
い
木
賊
色
が
認
め
ら
れ
、
少
な
く
と
も
五
回
以
上
の
刷
り

図
２
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で
あ
る
。
主
催
者
の
一
人
で
あ
る
石
友
の
作
で
、
華
や
い
だ
楽
し

い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
の
出
杖
名
録
も
甚

だ
珍
し
い
。
俳
書
に
俗
名
を
記
す
の
は
全
く
見
な
い
で
は
な
い
が
、

本
書
の
よ
う
に
名
録
と
し
て
掲
出
す
る
例
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。

俳
人
の
素
性
を
知
る
う
え
で
、
何
よ
り
の
好
資
料
と
な
る
。

　
　
　
○

　
こ
こ
で
、
そ
の
名
録
を
手
が
か
り
に
し
て
調
査
し
た
、
主
要
俳

人
の
社
会
的
帰
属
の
在
り
様
を
報
告
す
る
。
ま
ず
、
編
者
の
三
人

か
ら
始
め
よ
う
。
見
返
し
の
、
華
僑
園
・
松
笥
園
・
七
香
園
の
順

序
は
刊
記
で
も
変
わ
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
回
章
の
末
に

記
す
廳
北
・
翠
々
・
石
友
に
当
た
る
、
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
は
、
回
章
の
記
事
か
ら
も
裏
付
け
得
る
。

　
鑓
北
　
安
東
元
達
。
名
晋
、
字
裕
郷
、
花
信
園
・
青
海
・
呆

斎
・
小
桃
源
漁
夫
な
ど
と
も
号
す
る
。
大
分
郡
雄
城
村
（
現
、
大

分
市
玉
沢
）
の
庄
屋
の
家
に
生
ま
れ
た
医
師
。
文
政
八
年
（
入
二

八
）
八
月
十
六
日
生
、
明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
没
。
行
年

七
十
。
歳
。
そ
の
屋
敷
跡
と
訪
わ
れ
る
地
に
顕
彰
碑
（
ト
キ
ハ
わ

さ
だ
タ
ウ
ン
北
側
の
道
路
に
南
面
。
幅
約
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
台

座
仕
ハ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
）
が
立
つ
の
で
（
図
１
）
、
全
文
を
次
に
記

図
３
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し
て
み
る
（
句
読
点
を
補
っ
た
）
。

　
　
…
疑
北
安
東
先
生
碑

　
　
先
生
名
君
、
宇
裕
郷
、
通
称
元
達
、
廳
北
其
号
也
。
別
有
、

　
　
花
筒
園
・
青
海
∴
禾
斎
・
小
桃
源
漁
夫
等
之
号
。
豊
後
植
田

　
　
人
也
。
安
東
貞
安
長
子
、
文
致
八
年
八
月
十
六
日
生
。
家
世

　
　
為
雄
城
村
々
正
。
祖
父
宥
作
、
別
架
一
戸
、
以
医
為
業
、
伝

　
　
至
于
先
生
。
先
生
初
、
従
竹
内
豊
州
、
修
漢
学
矣
、
人
帆
足

　
　
万
里
門
、
夙
以
才
藻
称
。
後
游
東
肥
、
学
医
干
田
中
司
馬
、

　
　
目
良
薬
精
業
火
進
、
為
一
塾
都
講
。
尋
、
帰
郷
里
、
開
業
子

　
　
家
、
乞
治
者
満
門
。
当
時
延
岡
藩
命
為
郡
医
也
。
先
生
為
人
、

　
　
謹
厳
常
好
読
書
、
博
通
経
史
。
殊
期
実
践
、
夙
憂
世
道
委
扉
、

　
　
扁
抱
矯
風
志
而
、
自
以
為
。
嘉
言
正
風
俗
、
聖
人
詩
教
也
。

　
　
至
誠
感
神
明
、
我
国
歌
道
也
。
然
詩
教
之
与
歌
道
、
誘
庸
人

　
　
甚
難
令
。
夫
俳
諧
一
種
、
国
風
言
濾
致
遠
而
、
俗
談
平
話
、

　
　
易
教
易
修
、
化
俗
移
風
、
措
之
壹
有
他
哉
。
由
是
観
之
、
先

　
　
生
之
俳
諧
追
出
時
流
、
不
可
怪
也
。
其
初
期
独
詣
孜
々
数
年
、

　
　
火
打
所
得
。
後
人
京
都
、
師
事
芹
舎
翁
、
居
数
月
、
以
其
所

　
　
解
屡
賢
子
翁
、
々
火
□
、
道
以
門
賓
遇
先
生
。
々
々
帰
国
、

　
　
翁
語
人
日
、
我
俳
諧
已
西
。
爾
来
家
居
涵
養
不
怠
、
執
貧
者
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甚
多
照
幾
。
名
声
遠
籍
、
座
上
之
客
常
関
東
奥
北
越
之
言
語
、

所
謂
虎
瞳
二
谷
風
雨
子
万
里
乎
。
或
咎
其
業
不
専
。
先
生
以

不
為
意
、
常
謂
人
日
、
医
者
活
身
疾
、
俳
諧
者
癒
心
病
、
二

者
一
日
不
可
欠
、
是
余
所
以
医
而
推
重
干
俳
諧
也
。
先
生
与

人
暗
証
無
論
貴
賤
、
概
説
俳
諧
、
常
強
発
句
。
蓋
非
先
生
之

意
欲
、
以
斯
道
先
進
、
自
証
郷
里
者
果
出
救
時
至
情
乎
。
明

活
計
八
年
六
月
計
八
日
、
病
而
卒
。
年
七
十
一
。
葬
植
田
村

雄
城
先
堕
之
次
。
先
生
平
時
接
人
厳
正
、
不
喜
世
俳
諧
者
流

好
為
脱
俗
之
風
、
而
亦
有
漏
消
磨
雅
之
気
、
恰
如
蒼
松
帯
巻

雲
。
其
宅
其
園
最
富
風
趣
、
已
有
園
田
鷹
城
花
信
園
記
、
世

入
所
知
也
。
先
生
死
之
日
、
道
路
相
弔
、
知
不
知
無
不
措
眉

者
。
明
治
世
年
室
渡
辺
氏
死
、
次
息
詐
、
三
男
岳
三
、
同
以

柑
二
年
没
、
翌
世
二
年
京
子
弼
亦
卒
。
先
是
明
治
計
五
年
長

女
、
次
女
已
死
。
嗚
呼
白
明
治
計
五
年
至
世
二
年
前
後
死
者

七
人
、
於
是
一
家
全
尽
矣
。
歳
時
奉
香
花
者
、
親
戚
中
独
有

安
東
撃
雲
氏
耳
。
菊
有
涙
者
誰
不
識
一
滴
哉
。
仏
家
所
謂
宿

業
、
談
亦
非
偶
然
也
。
今
茲
先
生
七
周
年
、
故
旧
門
生
相
謀

立
碑
。
余
也
細
門
老
頭
、
世
無
以
文
望
貴
道
者
、
今
雖
有
此

嘱
、
不
能
写
先
生
平
生
。
然
則
其
前
言
往
行
、
以
補
斯
□
、
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他
日
識
者
之
任
□
。
乃
銘
目
、

　
　
能
玩
雪
月
　
真
俳
諧
矣
　
森
羅
万
像

　
　
尽
供
指
使
　
雪
月
見
弄
　
則
是
俗
史

　
　
小
技
無
益
　
惟
名
□
□
　
九
廳
七
瀬

　
　
出
此
高
士
　
僥
季
之
世
　
独
特
道
義

　
明
治
三
十
五
年
壬
寅
三
月
上
院
　
相
馬
城
陽
梁
撰
″
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
木
嘉
。
鍋

　
長
い
碑
文
は
、
多
く
を
伝
え
る
。
窃
北
は
ま
ず
、
豊
後
の
竹
内

豊
州
・
帆
足
万
里
に
つ
い
て
漢
学
を
修
め
、
次
い
で
肥
後
の
田
中

司
馬
に
医
学
を
学
ん
だ
後
、
帰
郷
し
て
開
業
し
、
郡
医
と
も
な
る
。

一
方
、
俳
諧
に
親
し
み
、
京
都
に
上
っ
て
芹
舎
の
導
き
を
得
、
帰

西
の
後
、
芹
舎
に
「
我
俳
諧
已
に
西
せ
り
」
と
ま
で
言
わ
せ
る
。

帰
郷
後
は
、
俳
諧
の
教
化
的
価
値
を
信
じ
て
鼓
吹
に
努
め
た
が
、

常
の
俳
諧
者
流
が
脱
俗
を
気
取
る
風
を
避
け
た
。
逝
去
の
前
後
に

家
族
全
員
が
病
没
し
、
一
家
は
滅
び
た
。

　
右
生
畏
づ
け
る
Ｉ
、
二
の
資
料
が
存
す
る
。
ま
ず
田
中
司
馬
に

つ
い
て
は
、
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
『
先
祖
附
　
医
の
部
　
南
東
五

七
』
に
見
え
る
。
田
中
司
馬
家
の
四
代
目
と
し
て
、
熊
本
藩
の
医

師
養
成
学
校
で
あ
る
再
春
館
に
勤
め
、
文
化
十
一
年
十
一
月
句
読

師
見
習
、
文
致
七
年
二
月
句
読
師
助
勤
、
天
保
十
二
年
句
読
師
、

同
十
四
年
二
月
師
復
当
分
、
弘
化
三
年
九
月
師
復
本
役
と
な
り
、

慶
応
元
年
に
七
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
。
廳
北
は
、
師
復
当
分
か

師
役
本
復
に
就
い
て
間
も
な
い
、
五
十
代
の
司
馬
の
教
え
を
受
け

た
わ
け
で
あ
る
。

　
俳
諧
の
師
系
を
証
す
る
資
料
と
し
て
は
、
安
東
逸
子
氏
所
蔵
の

宗
匠
免
許
状
（
懐
紙
一
葉
）
が
あ
る
。

　
　
伝
道
之
事

芭
蕉
翁

　
北
枝

　
希
因

　
閤
更

　
蒼
軋

　
芹
舎

　
皆
北
　
真
海

　
帑
雲

　
黄
石
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右
今
般
入
門
二
付
、
伝
之
者
也
。

　
　
大
正
七
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
桃
園
（
朱
印
）

　
黄
石
雅
丈

　
芹
舎
は
、
花
の
本
七
世
を
名
乗
っ
た
著
名
な
俳
人
（
ハ
木
氏
。

明
治
二
十
三
年
没
）
で
、
右
の
俳
系
は
由
緒
正
し
い
も
の
と
言
え

る
。
撃
雲
の
名
は
先
の
嘉
北
の
顕
彰
碑
に
見
え
て
お
り
、
疑
北
が

芹
舎
か
ら
継
承
し
た
俳
系
は
縁
者
の
帑
雲
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

撃
雲
は
、
俗
名
を
安
東
貞
一
郎
と
称
し
、
別
号
桃
園
。
朝
鮮
京
城

（
現
ソ
ウ
ル
市
）
に
渡
り
、
昭
和
二
年
に
は
『
桃
園
夜
話
』
と
題

す
る
俳
話
書
の
出
版
も
し
て
い
る
。
右
の
伝
授
は
、
そ
の
渡
鮮
の

前
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
黄
石
は
安
東
永
太
郎
、
横
瀬
の

庄
屋
の
家
に
出
、
画
才
あ
り
大
塚
富
吉
著
『
大
分
県
画
人
名
鑑
』

に
も
見
え
る
。
昭
和
九
年
没
。
右
資
料
の
所
蔵
者
は
、
黄
石
の
曾

孫
に
当
た
る
。
真
海
は
廳
北
の
別
号
で
、
顕
彰
碑
の
傍
ら
に
立
つ
、

「
雲
の
峰
小
町
か
歌
に
崩
れ
け
り
　
嘉
北
」
の
句
碑
に
「
真
海
書
」

と
小
さ
く
刻
む
の
を
見
る
と
、
書
に
際
し
て
用
い
た
よ
う
だ
。
廳

北
は
ま
た
、
嘉
永
四
年
、
自
邸
内
に
「
梅
が
香
に
」
の
芭
蕉
句
碑

を
建
て
て
い
る
（
川
上
茂
治
著
『
九
州
の
芭
蕉
塚
』
）
。

　
翠
々
　
後
藤
静
安
。
幼
名
司
、
別
に
苔
城
と
も
号
す
る
。
大
分

郡
且
野
原
村
（
現
、
大
分
市
旦
野
原
）
の
医
師
。
生
没
年
未
詳
。

後
藤
佳
代
氏
蔵
の
『
後
藤
家
系
図
』
（
仮
題
、
巻
子
本
、
享
和
三

年
奥
）
に
よ
る
と
、
後
藤
家
の
先
祖
は
承
久
の
乱
に
破
れ
た
武
士

で
、
基
清
の
子
基
長
は
、
貞
応
元
年
、
大
友
能
直
に
仕
え
て
豊
後

に
下
り
、
同
二
年
大
野
郡
東
岡
村
の
地
頭
職
を
拝
領
、
嘉
禄
元
年

（
一
三
二
五
）
に
植
田
庄
壇
原
邑
を
開
発
し
て
移
り
住
み
、
天
神
社

を
祀
っ
た
。
文
禄
頃
の
続
長
が
大
友
氏
失
脚
に
よ
り
浪
人
と
な
っ
　
　
　
一

て
か
ら
は
、
鍛
冶
職
を
営
ん
だ
り
し
た
が
、
近
世
中
期
か
ら
は
医
　
　
　
7
7

業
に
転
じ
て
代
々
続
き
、
安
永
頃
養
子
に
入
っ
た
後
藤
良
悦
は
臼
　
　
　
一

杵
藩
士
稲
葉
安
左
衛
門
の
子
で
あ
る
。
系
図
は
途
切
れ
る
の
で
、

そ
れ
を
袖
う
た
め
、
静
安
の
孫
に
当
た
る
泥
谷
徳
市
氏
（
昭
和
三

十
二
年
没
）
は
、
幕
末
頃
の
当
家
の
事
情
を
記
事
に
ま
と
め
た
。

泥
谷
孝
彦
氏
所
蔵
の
ペ
ン
書
き
三
枚
と
系
図
未
に
書
き
込
ま
れ
た

墨
書
き
の
二
つ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
徳
市
氏
自
筆
、
ほ
ぼ
同
文
、

ベ
ン
書
き
の
方
が
先
に
成
る
。
こ
の
由
来
書
に
よ
る
と
、
静
安
は

稲
葉
公
典
薬
の
江
藤
家
の
出
で
、
妻
も
ま
た
臼
杵
藩
士
稲
葉
茂
衛

門
の
二
女
ト
モ
と
い
う
。
静
安
没
後
、
同
家
は
相
続
を
め
ぐ
る
も



め
事
か
ら
財
を
ね
ら
う
者
の
介
入
を
招
き
、
た
ち
ま
ち
破
産
に
至

っ
た
。
寒
田
に
あ
る
法
雲
山
西
福
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
の
西
藤
真

住
職
の
示
教
に
よ
る
と
、
同
寺
の
庫
裡
が
、
明
治
初
年
頃
の
後
藤

家
倒
産
の
折
り
に
買
い
取
っ
た
遺
構
で
、
玄
関
左
手
に
調
剤
室
の

形
が
残
る
、
と
い
う
。
今
も
繁
栄
を
し
の
ば
せ
る
大
き
な
構
え
で

あ
る
。

　
石
友
　
安
藤
伝
左
衛
門
。
通
称
伝
蔵
、
七
香
園
の
他
に
白
紙
関

吏
の
号
が
あ
る
。
大
分
郡
松
岡
村
（
現
、
大
分
市
松
岡
）
の
醸
造

な
ど
を
営
ん
だ
富
商
。
文
政
七
年
九
月
十
八
日
生
、
明
治
二
十
五

年
一
月
十
五
日
没
。
行
年
六
十
九
歳
。
墓
碑
は
菰
田
字
梨
ノ
木
の

山
上
の
旧
墓
地
に
あ
り
、
表
に
「
七
香
園
釈
石
友
」
、
向
か
っ
て

右
の
側
面
に
「
明
治
廿
五
年
一
月
十
五
目
顔
齢
／
六
十
有
ハ
逝
同

年
二
月
建
碑
」
と
刻
む
（
図
２
）
。
そ
の
業
績
は
、
久
多
羅
木
儀

一
郎
著
『
鶴
崎
市
史
人
物
篇
』
（
昭
和
三
十
二
年
）
に
詳
し
く
、
圃

も
好
く
し
た
多
彩
な
人
で
、
俳
諧
で
は
芭
蕉
句
碑
七
基
の
建
立
、

芭
蕉
二
百
回
忌
の
供
養
、
ま
た
明
治
二
十
年
か
ら
の
活
版
に
よ
る

月
刊
俳
諧
雑
誌
『
風
月
睦
句
集
』
の
発
行
な
ど
、
盛
ん
に
活
躍
し

た
。
吉
野
天
満
宮
の
「
此
梅
に
」
の
芭
蕉
句
碑
に
も
「
安
政
六
年

春
三
月
　
石
友
達
之
」
と
あ
る
。
こ
の
観
梅
の
催
し
が
あ
っ
た
の

は
、
石
友
三
十
八
歳
の
春
、
開
催
か
ら
本
書
の
刊
行
に
い
た
る
ま

で
、
中
心
に
な
っ
て
動
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
注
意
す
べ
き
は
そ
の

体
系
で
、
『
鶴
崎
市
史
』
に
は
「
年
少
う
し
て
俳
諧
を
鶴
崎
の
鏡

朝
翠
に
学
ん
だ
。
の
ち
大
阪
の
八
千
房
淡
叟
に
学
び
」
と
あ
る
。

　
三
人
の
主
催
者
に
次
い
で
、
雅
遊
の
参
加
者
の
内
の
判
明
し
た

人
に
つ
い
て
記
す
。

　
松
陰
　
釈
賢
齢
。
相
馬
氏
。
宇
恵
龍
。
松
岡
の
飛
龍
山
浮
雲
寺

（
浄
土
真
宗
大
谷
派
）
第
十
九
世
住
職
。
弘
化
元
年
十
月
十
三
日

生
、
明
治
十
八
年
六
月
二
十
九
日
没
。
行
年
四
十
二
歳
。
『
鶴
崎

市
史
』
に
よ
る
と
、
広
瀬
林
外
等
に
学
ん
で
詩
才
を
謳
わ
れ
、
團

は
平
野
五
岳
と
論
じ
合
う
ほ
ど
で
、
宗
務
に
も
優
れ
て
い
た
、
と

言
う
。
疑
北
の
碑
文
の
撰
者
相
馬
城
陽
は
松
陰
の
弟
で
あ
る
。

　
吟
松
　
釈
龍
潭
。
東
光
氏
。
静
観
院
と
も
号
し
た
。
海
部
郡
関

村
（
現
、
北
海
部
郡
佐
賀
関
町
）
の
東
光
山
徳
応
寺
（
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
）
第
十
世
住
職
。
文
化
六
年
生
、
明
治
十
四
年
十
月
十

三
日
没
。
行
年
七
十
四
歳
。
境
内
の
墓
碑
は
、
表
に
「
当
山
中

興
／
了
達
院
釈
龍
潭
法
師
之
墓
／
十
世
之
住
」
、
向
か
っ
て
右
の

側
面
に
「
明
治
十
四
年
辛
巳
／
旧
暦
十
月
十
三
日
逝
」
、
台
座
に

「
幸
之
浦
世
話
人
」
と
刻
む
。
こ
の
人
に
つ
い
て
も
、
『
鶴
崎
市
史
』

－78



は
多
く
を
割
い
て
い
る
。
広
瀬
旭
荘
・
長
三
州
等
多
く
の
著
名
文

人
と
交
わ
り
、
『
梅
瞰
詩
抄
』
の
詞
書
に
も
し
ば
し
ば
名
を
見
せ
、

一
方
で
狂
歌
を
詠
み
、
俳
諧
は
八
千
坊
の
印
可
を
得
て
、
門
人
も

多
か
っ
た
、
と
言
う
。
今
も
残
る
龍
潭
の
記
録
『
人
物
誌
』
（
巻

三
の
み
。
元
治
元
年
）
は
日
記
体
で
、
石
友
や
後
述
の
呉
石
に
止

ま
ら
ず
勝
麟
太
郎
・
坂
本
竜
馬
な
ど
も
登
場
さ
せ
、
佐
賀
関
に

次
々
と
入
港
す
る
黒
船
の
雄
姿
を
筆
で
ス
ケ
ッ
チ
し
て
、
時
運
を

写
し
て
い
る
。

　
御
盾
　
名
録
に
記
す
よ
う
に
肥
前
小
城
の
画
工
で
、
扉
の
口
絵

を
雨
耕
の
画
名
で
描
い
て
い
る
。
龍
潭
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い

た
と
思
え
、
『
人
物
誌
』
十
一
月
十
口
茶
に
帰
郷
の
こ
と
を
記
す
。

　
九
山
　
旦
野
原
の
東
光
山
妙
林
寺
（
浄
土
真
宗
大
谷
派
）
第
十

二
世
住
職
。
『
妙
林
寺
過
去
帳
』
に
、
「
第
十
二
代
／
受
楽
庵
釈
諦

念
／
明
治
二
十
一
年
正
月
十
一
日
寂
」
と
見
え
る
人
で
あ
ろ
う
。

底
本
に
「
明
林
寺
」
と
あ
る
の
は
「
妙
」
を
「
明
」
と
誤
っ
た
も

の
。
こ
の
寺
は
、
明
治
十
二
年
春
に
富
岡
（
現
、
大
分
市
富
岡
）

に
移
転
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、
当
日
不
参
加
だ
っ
た
人
に
つ
い
て
も
略
記
し
て
お
こ

　
呉
石
　
荒
金
儀
ハ
郎
。
速
見
郡
別
府
村
（
現
、
別
府
市
の
内
）

の
富
商
。
こ
の
人
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
『
別
府
市
誌
』
（
昭
和

八
年
）
が
一
節
を
設
け
、
近
く
は
入
江
秀
利
著
『
天
領
横
灘
も
の

が
た
り
』
の
「
荻
（
た
ば
こ
）
屋
物
語
　
横
灘
一
番
の
富
豪
」
（
初

発
表
は
『
別
府
史
談
』
ズ
‥
‥
）
号
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
詩
書
画

い
ず
れ
に
も
長
じ
、
多
く
の
人
々
と
交
わ
っ
た
。
俳
諧
は
二
十
七

歳
に
し
て
八
千
坊
屋
鳥
か
ら
所
思
亭
伍
尺
の
号
を
印
可
さ
れ
、
弘

化
四
年
夏
、
六
十
三
歳
で
立
机
し
た
、
と
言
う
。
墓
碑
は
別
府
市

の
野
口
墓
地
（
南
の
市
役
所
に
近
い
辺
り
）
に
立
ち
、
表
に
「
釈

浄
誓
」
、
向
か
っ
て
右
の
側
面
に
「
明
治
二
年
己
巳
六
月
五
日
」
、

左
の
側
面
に
「
俗
名
荒
余
儀
ハ
郎
通
直
／
行
年
八
十
五
歳
」
、
裏

に
「
旅
人
を
う
ら
や
む
日
な
り
春
の
風
」
の
句
を
刻
む
。
裏
面
に

つ
い
て
は
句
の
左
の
小
さ
い
六
文
字
が
難
読
で
、
次
の
行
に
は
「
ぉ

空
桑
署
」
と
あ
る
。
空
桑
は
著
名
な
文
人
の
毛
利
空
桑
で
、
深
交

し
た
呉
石
の
た
め
筆
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。

　
蘭
什
　
宮
本
勇
ハ
。
大
分
郡
鶴
崎
村
（
現
、
大
分
市
の
内
）
の

塩
飽
屋
と
屋
号
す
る
富
商
。
明
治
七
年
十
一
一
月
十
八
日
没
。
行
年

八
十
六
歳
。
『
鶴
崎
市
史
』
は
、
体
系
は
鏡
朝
翠
門
下
だ
ろ
う
、
と

す
る
。
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南
耕
　
『
鶴
崎
市
史
』
は
葛
城
精
一
郎
と
す
る
（
三
七
〇
頁
）
。

　
　
　
○

　
こ
れ
ま
で
出
句
者
の
素
顔
を
た
ど
っ
て
き
た
が
、
右
と
巻
末
の

名
録
の
記
事
を
思
い
合
わ
せ
る
時
、
そ
の
空
間
的
拡
が
り
に
驚
く
。

吉
野
天
満
宮
か
ら
東
北
方
の
佐
賀
関
ま
で
二
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

西
北
方
の
雄
城
村
ま
で
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
こ
れ
は
直
線

距
離
だ
か
ら
、
実
際
の
歩
行
距
離
は
は
る
か
に
長
い
も
の
と
な
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
豊
後
地
方
の
各
藩
の
所
領
が
細
分
化
さ

れ
、
き
わ
め
て
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
関
連
の

地
名
と
所
領
の
別
を
示
し
て
み
る
。

　
　
幕
府
領
（
肥
前
島
原
藩
預
地
）
　
大
分
郡
松
岡
村
・
乙
津
村

　
　
　
　
　
　
　
（
現
大
分
市
乙
津
町
）
　
・
速
見
郡
別
府
村
。

　
　
臼
杵
藩
領
　
丹
生
（
海
部
郡
岡
村
・
誓
願
寺
村
、
現
大
分
市

　
　
　
　
　
　
　
丹
生
）
　
・
丹
生
星
山
（
海
部
郡
星
山
村
、
現
大

　
　
　
　
　
　
　
分
市
星
山
）
。

　
　
府
内
藩
領
　
大
分
郡
萩
原
村
（
現
大
分
市
萩
原
）
。

　
　
肥
後
熊
本
藩
領
　
佐
賀
関
・
鶴
崎
村
。

　
　
日
向
延
岡
藩
領
　
大
分
郡
旦
野
原
村
・
津
守
村
（
現
大
分
市

　
　
　
　
　
　
　
津
守
）
・
曲
邨
（
本
曲
村
・
今
曲
村
、
現
大
分

　
　
　
　
　
　
　
市
曲
）
・
片
島
村
（
現
大
分
市
片
息
）
・
雄
城
村
。

　
　
　
（
因
み
に
、
植
田
と
い
う
の
は
大
分
川
と
そ
の
支
流
の
賀

　
　
　
　
来
川
・
七
瀬
川
の
流
域
一
帯
を
い
う
古
名
で
あ
る
。
）

　
雅
遊
に
集
う
人
々
は
、
こ
の
五
つ
の
所
領
か
ら
出
か
け
て
い
た
。

境
界
も
あ
っ
て
な
き
が
如
く
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
幕
末
の
豊
後
地

方
の
人
的
交
流
の
自
由
さ
が
認
め
ら
れ
る
。

　
今
一
つ
指
摘
し
た
い
の
は
、
俳
人
た
ち
の
俳
系
の
問
題
で
あ
る
。

右
に
見
る
と
、
石
友
・
吟
松
・
呉
石
の
三
名
に
つ
い
て
は
、
大
坂

の
八
千
坊
の
系
譜
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
八
千
坊
系
の
宗
匠
の

曳
杖
も
あ
り
、
こ
の
流
派
が
豊
後
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
は
、
大

内
初
夫
著
『
近
世
九
州
俳
壇
史
の
研
究
』
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、

大
坂
に
近
い
こ
と
か
ら
も
大
い
に
納
得
が
い
く
。
し
か
し
一
方
で
、

廳
北
が
わ
ざ
わ
ざ
京
に
上
っ
て
芹
舎
に
学
ん
だ
こ
と
を
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
梅
室
書
に
よ
る
芭
蕉
句
碑
が
続
々
と
建
っ
て

お
り
（
天
保
十
三
年
に
日
田
永
興
寺
、
弘
化
二
年
に
別
府
西
法
寺
、

嘉
永
五
年
に
玖
珠
町
北
山
田
）
、
豊
後
に
、
花
の
本
流
の
俳
諧
が

広
ま
っ
て
い
た
の
は
疑
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
八
千
坊
系
の

俳
壇
が
花
の
本
流
に
塗
り
替
え
ら
れ
る
と
い
う
現
象
は
、
私
が
か

つ
て
肥
前
唐
津
藩
領
の
俳
壇
に
つ
い
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
り
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（
『
佐
賀
の
文
学
』
）
、
こ
れ
と
重
な
り
合
う
。
本
書
の
中
に
、
中
央

の
宗
匠
の
名
を
全
く
見
な
い
の
は
、
新
し
い
俳
壇
の
様
相
を
示
す

も
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
窃
北
が
「
世
ノ
俳
諧
者
流
ノ
脱
俗
之

風
ヲ
為
ス
ヲ
好
ム
ヲ
喜
バ
ズ
、
而
シ
テ
亦
洒
洒
温
雅
之
気
有
リ
」

と
評
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
問
題
に
示
唆
を
与
え
る
よ
う
で
も
あ
る
。

従
来
の
行
脚
俳
諧
師
か
ら
与
え
ら
れ
る
高
踏
的
な
求
道
者
め
い
た

気
配
が
避
け
ら
れ
、
よ
り
日
常
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
俳
諧
を
求
め

る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
淡
々
の
流
れ
を
汲
む
八
千
坊
系
に
言
語

の
お
か
し
み
を
求
め
る
傾
向
か
つ
よ
い
の
に
比
し
、
花
の
本
流
は

外
界
を
よ
り
感
覚
的
に
写
そ
う
と
努
め
る
。
こ
の
二
つ
の
流
れ
が
、

次
第
に
一
つ
に
な
り
な
が
ら
近
代
に
入
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

　
右
に
見
た
俳
人
の
集
団
は
、
寺
院
の
住
職
や
医
者
・
富
商
を
中

心
に
す
る
。
こ
れ
に
庄
屋
た
ち
が
並
ぶ
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
地
域
の

文
化
の
り
Ｉ
ダ
ー
で
あ
り
、
そ
の
周
辺
の
人
達
を
牽
引
し
て
地
方

文
化
を
築
い
て
い
く
。
豊
後
は
周
知
の
よ
う
に
多
く
の
学
者
・
詩

人
工
国
家
を
輩
出
し
た
。
そ
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
集
団
の
文

化
レ
ベ
ル
は
よ
り
高
ま
る
。
本
書
の
醸
す
大
ら
か
な
明
る
く
楽
し

い
雰
囲
気
、
そ
の
開
放
感
は
、
時
代
の
あ
り
様
と
豊
後
の
地
域
性

と
の
両
面
か
ら
考
え
ら
れ
る
。

　
本
書
は
配
り
本
と
思
え
る
が
、
多
め
に
刷
っ
た
ら
し
く
、
架
蔵

本
の
他
に
も
数
点
が
伝
存
し
て
お
り
、
地
方
俳
書
と
し
て
は
多
い

方
で
あ
る
。
こ
こ
で
最
後
に
、
配
っ
た
折
り
の
添
え
状
を
掲
げ
て

お
く
。
故
大
内
初
夫
氏
所
蔵
本
の
見
返
し
に
貼
付
さ
れ
て
あ
る
、

一
枚
の
刷
り
物
で
あ
る
。

暖
和
之
節
、
愈
御
安
逸
奉
寿
候
。
然
者
辺
土
之
観
梅
を
Ｎ
こ

が
ま
し
く
小
冊
に
致
、
奉
懸
御
眼
候
。
御
一
笑
披
下
腹
（
候
）
。

尚
御
近
什
御
漏
之
程
、
奉
待
候
。
不
一

　
　
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窃
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翠
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
友

買
初
や
兼
て
望
の
土
佐
目
記

う
し
ろ
か
ら
覗
く
も
し
ら
ぬ
接
徳
政

岩
が
根
や
雫
集
め
て
春
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廳
北

柿
喰
だ
声
と
は
聞
ず
初
鴉

－81－



Ｉ

Ｉ

■

％

ｉ

落
さ
し
に
突
で
手
毬
の
上
手
哉

瓶
ぬ
け
ば
根
の
出
来
て
あ
る
柳
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翠
々

吹
事
を
風
の
忘
れ
し
子
日
哉

は
ら
ば
ふ
て
見
る
釣
合
の
柳
か
な

古
里
や
只
四
角
な
る
硲
鳶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
友

　
　
御
評
可
被
下
候
。

「
辺
土
之
」
の
文
字
か
ら
、
上
方
な
ど
へ
も
送
ら
れ
た
こ
と
が
窺

え
る
。　

　
　
凡
　
例

一
　
漢
字
は
、
新
字
体
・
正
字
体
な
ど
通
用
の
も
の
に
改
め

　
た
。
片
仮
名
書
き
の
助
詞
な
ど
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

二
　
平
仮
名
に
は
、
私
に
濁
点
を
付
し
た
。

三
　
散
文
ま
た
詞
書
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
改
行
を
無
視
し
、

　
私
に
句
読
点
を
施
し
た
。

翻
刻

回
腸
居
二

楳
　
吉
　
野

　
　
　
華
僑
園

豊
后
　
松
笥
園
　
編

　
　
　
七
香
園

〔
梅
樹
の
挿
し
絵
・
図
３
〕

」
表
紙

」
ｕ
逼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
辛
西
春
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雨
耕
（
朱
印
）

神
斬
虹
竜
化
梅
樹
　
千
年
老
幹
将
生
鱗

東
風
吹
砕
頷
下
玉
　
満
作
枝
頭
万
点
春

　
　
　
　
　
　
青
海
漁
夫
　
廳
北
（
朱
印
二
穎
）
」
１
１

豊
後
ノ
国
海
部
ノ
郡
吉
野
ノ
里
天
満
宮
ノ
社
頭
二
、
老
梅
樹
一
株

ア
リ
。
東
西
百
尺
、
南
北
六
十
尺
、
幹
枝
屈
曲
シ
テ
竜
蛇
ノ
蜻
レ

ル
形
二
似
タ
レ
バ
、
号
ケ
テ
臥
竜
梅
ト
云
。
又
、
土
俗
、
是
ヲ
捻
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梅
ト
称
ス
。
老
幹
恰
モ
腐
レ
タ
ル
縄
ノ
如
キ
ガ
故
也
。
幹
ノ
地
二

重
タ
ル
処
ヨ
リ
再
ビ
根
ヲ
下
シ
テ
繁
生
シ
、
モ
ト
ノ
幹
ハ
星
霜
ヲ

経
テ
枯
稿
セ
シ
ガ
、
近
キ
コ
ロ
半
ヨ
リ
朽
ハ
ナ
レ
テ
、
今
八
二
樹

ノ
如
ク
ナ
リ
シ
ニ
、
旧
時
ノ
容
尚
存
セ
リ
。
実
二
稀
世
ノ
ー
奇
樹

子
ン
テ
、
花
時
ノ
清
賞
比
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ
。
吟
詠
画
図
工
遊
バ

ン
人
ハ
、
山
渓
二
杖
屡
ノ
翻
ヲ
厭
フ
コ
ト
ナ
カ
レ
。
　
　
　
　
≒

　
　
　
回
　
　
章

新
値
芽
出
度
奉
祝
寿
候
。
然
者
、
当
年
者
何
方
も
梅
花
気
候
早
く

相
覚
、
吉
野
臥
竜
梅
も
嘸
哉
と
枝
存
候
。
折
節
、
大
虫
・
木
甫
の

両
子
も
滞
留
の
事
故
、
来
ル
十
七
日
、
枝
地
逍
遥
相
催
度
、
諸
君

枝
仰
合
、
早
朝
よ
り
御
出
懸
枝
下
度
、
当
日
の
定
、
左
二
中
上
候

通
、
兼
而
御
心
得
可
枝
下
僕
。

一
御
出
校
の
節
御
誘
ひ
合
待
合
せ
等
、
す
べ
て
遅
刻
の
基
た
る
べ

　
く
、
思
ひ
く
ニ
出
か
け
可
中
、
其
中
に
は
父
御
同
道
も
有

　
之
、
或
ハ
途
中
よ
り
連
立
」
２
１
な
ど
、
一
定
な
ら
ざ
る
所
、
亦
、

　
漫
遊
の
一
興
と
存
候
。

一
当
日
雨
天
八
日
送
り
、
其
外
に
死
目
無
之
、
万
一
不
慮
の
御
さ

　
し
支
ハ
、
御
銘
々
の
ご
不
幸
た
る
べ
く
候
。

一
各
、
御
手
弁
当
一
日
の
飢
を
凌
ぐ
ば
か
り
御
用
意
可
機
成
候
。

　
そ
へ
も
の
も
同
様
な
が
ら
、
若
、
美
味
を
見
懸
候
ヘ
バ
、
脇
よ

　
り
助
箸
も
可
有
之
、
御
油
断
機
成
間
敷
候
。

一
酒
ハ
酔
を
尽
す
を
好
ま
ず
候
へ
ど
も
、
先
、
御
分
量
よ
り
聊
余

　
分
二
、
瓢
な
り
と
も
樽
な
り
と
も
、
御
銘
々
持
の
事
。

　
　
　
但
、
終
日
梅
花
の
句
無
之
人
ハ
、
風
雅
の
罰
と
し
て
、
帰

　
　
　
　
路
の
明
樽
残
ら
ず
提
さ
せ
可
中
候
。

一
冊
ハ
先
、
弁
当
の
余
分
に
て
事
足
可
中
、
其
中
ニ
も
」
い
佳
肴
の

　
一
ツ
も
御
持
参
の
人
ハ
、
当
日
上
席
勿
論
の
事
。

一
帰
路
、
夜
に
人
候
を
御
苦
ミ
の
方
ハ
、
人
先
へ
御
引
取
御
随
意
。

　
尤
、
月
夜
ハ
御
存
の
事
二
候
。

一
排
外
の
人
た
り
と
も
、
志
有
之
バ
御
伴
可
機
成
候
。
併
、
婦
女

　
と
児
童
ハ
帰
路
の
煩
な
れ
バ
、
御
見
合
可
機
成
候
。

右
、
急
々
御
回
達
可
機
陣
中
候
。
□

　
　
　
　
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
発
起
　
廳
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翠
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
友

名
列
略
之
。

3オ
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｜

万
延
辛
酉
の
春
睦
月
十
七
日
の
空
麗
に
し
て
、
気
候
初
て
暖
に
、

柳
ふ
く
風
さ
へ
静
な
れ
ば
、
け
ふ
の
観
梅
を
期
し
た
る
人
の
誰
か

は
是
を
よ
ろ
こ
ば
ざ
ら
ん
。
況
や
吟
松
は
き
の
ふ
の
朝
け
に
佐
賀

ノ
関
を
た
ち
出
て
、
肥
前
人
御
盾
と
杖
を
並
べ
、
松
岡
な
る
七
香

園
ま
で
七
里
ば
か
り
を
は
せ
来
り
て
、
弥
陀
の
称
念
も
一
日
の
晴

を
祈
る
よ
り
他
な
し
。
萩
原
の
天
外
こ
侮
逸
、
未
明
に
発
し
て
松

岡
連
に
加
は
り
ぬ
。
梅
椀
・
梅
遜
は
途
中
に
植
田
連
を
待
な
が
ら
、

か
し
こ
に
心
の
引
る
れ
ば
、
足
お
の
づ
か
ら
早
か
り
。
宗
方
倚
松

庵
、
留
杖
の
木
甫
、
暁
天
に
花
信
園
の
扉
を
敲
く
に
、
廳
北
が
弧

山
の
夢
や
ぶ
れ
て
、
雄
城
の
」
い
田
の
面
に
あ
さ
る
鶴
も
、
け
ふ
の

友
に
携
た
し
な
ど
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
壇
原
を
過
れ
ば
、
翠
々
は

丸
山
こ
悔
二
を
い
そ
が
し
た
て
犬
は
や
道
の
べ
に
待
つ
け
た
り
。

或
は
四
五
里
、
或
は
二
三
里
わ
け
入
、
道
は
さ
ま
声
へ
に
わ
か
れ

た
れ
ど
、
高
根
に
な
が
む
る
月
な
ら
で
も
、
梅
に
む
か
ふ
の
気
先
。

ひ
と
し
く
、
支
度
そ
こ
く
に
と
Ｎ
の
へ
て
、
大
虫
・
石
友
の
一

群
は
藍
水
・
半
助
の
足
は
や
き
を
呼
か
け
、
消
長
∴
贅
の
お
く

れ
た
る
を
顧
み
な
が
ら
、
戸
次
市
に
到
れ
ば
、
星
山
の
帯
雲
は
や

く
爰
に
出
張
た
り
。
鶴
斑
と
い
ふ
馬
に
ま
た
が
り
て
、
涼
枝
・
星

守
こ
れ
に
従
ふ
。
大
虫
が
例
の
足
下
手
も
芋
禄
が
型
笛
に
な
ぐ

さ
め
、
竹
堂
・
秋
陽
は
杜
詩
な
ど
属
ひ
な
が
ら
、
野
を
過
、
山
を

過
、
道
よ
り
鶴
崎
の
竹
秀
に
伴
ひ
て
、
や
よ
い
梅
下
に
い
た
り
つ

き
ぬ
。

梅
は
十
分
に
咲
み
ち
、
香
気
馥
郁
と
し
て
花
神
も
け
ふ
の
遊
宴
を

饗
ず
る
ご
と
く
、
感
賞
の
声
は
、
山
と
よ
む
ば
か
り
な
り
。
植
田

の
梅
貫
、
臼
杵
よ
り
帰
る
さ
と
て
席
に
人
、
窃
北
・
翠
々
い
た
り

つ
く
や
い
な
、
梅
の
あ
る
じ
に
盃
ま
ゐ
ら
せ
む
と
、
は
や
瓢
ど
も

ふ
り
立
れ
ば
、
お
の
く
豪
気
百
倍
し
て
腰
兵
粗
ひ
き
ち
ら
す

に
、
美
育
の
た
し
な
み
多
く
あ
り
て
、
前
日
回
章
に
い
ひ
ふ
れ
た

る
も
、
誰
レ
上
席
と
さ
だ
め
が
た
く
、
尊
を
忘
れ
卑
を
お
ぼ
へ
ず
、

老
た
る
わ
か
き
人
み
だ
れ
た
り
。
書
画
吟
詠
お
の
く
筆
を
と
り

て
、
雲
煙
竜
鳳
笥
に
満
ち
、
盃
盤
狼
籍
た
る
こ
ろ
、
松
陰
こ
闇

州
・
円
成
来
た
り
ぬ
。
乙
津
の
大
分
さ
は
る
事
あ
り
て
、
川
和
は

其
名
代
な
り
。
曲
邨
」
い
の
鴉
青
、
豊
前
人
巴
律
を
い
ざ
な
ふ
に
、

重
翠
は
道
踏
た
が
へ
て
、
お
く
れ
ば
せ
に
駆
つ
け
た
り
。
さ
り
し

こ
ろ
石
友
こ
ｙ
に
祖
翁
の
句
碑
を
い
と
な
び
、
呉
石
筆
を
染
て
、

牛
も
は
つ
音
の
金
声
を
と
ｙ
む
。
け
ふ
は
必
と
前
日
別
府
よ
り
の

お
と
づ
れ
あ
り
し
に
、
何
事
の
さ
は
り
に
や
、
老
の
顔
の
ま
じ
は

ら
ざ
る
を
た
れ
か
れ
も
惜
み
あ
ひ
ぬ
。
又
萱
邨
が
病
の
枕
も
た
げ
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て
、
人
々
の
出
た
つ
姿
を
う
ら
や
ま
し
げ
に
見
お
く
り
し
其
心
の

ほ
ど
を
、
か
へ
す
ぐ
も
い
ひ
出
た
り
。
此
外
に
も
け
ふ
を
約
し

な
が
ら
、
は
か
ら
ざ
る
公
事
・
疾
病
の
た
め
に
さ
ま
た
げ
ら
れ
た

る
、
尤
す
く
な
か
ら
ず
。
着
到
す
べ
て
三
十
二
人
、
奴
僕
七
人
、

終
日
の
歓
楽
、
詞
章
の
く
さ
ぐ
、
む
な
し
く
反
古
堆
」
に
に
終
ら

む
よ
り
一
集
に
も
の
せ
む
と
な
り
。
是
、
し
か
し
な
が
ら
流
風
の

余
韻
を
世
に
遺
す
べ
き
志
に
は
あ
ら
ず
。
た
ゞ
の
ち
く
の
お
も

ひ
出
草
な
り
。
作
の
危
朴
な
る
は
、
漫
遊
酔
吟
の
つ
ね
な
れ
ば
。

た
ま
く
見
ん
人
も
あ
ざ
け
る
べ
き
に
は
あ
ら
じ
か
し
。

析
背
回
身
還
屈
膝

樹
枝
皆
学
得
蘇
張

客
囲
梅
酒
好
題
詩

老
幹
臥
篇
都
不
俗

枝
々
錯
節
冒
蒋
苔

野
外
含
情
高
士
臥

仙
姿
玉
骨
春
心
密

恰
若
連
横
合
従
術

樹
得
天
工
自
出
奇

窺
人
黄
鳥
蹴
南
枝

松
陰

竹
堂
　
　
」
に

一
様
三
株
爛
漫
開

雲
間
帯
意
美
人
来
　
暦
数
　
　
秋
陽

あ
か
つ
き
を
お
ば
え
ぬ
は
る
の
ね
ぶ
り
さ
へ

　
　
さ
む
る
ば
か
り
に
か
よ
ふ
う
め
が
ｙ

坂
越
た
汗
を
梅
へ
の
み
や
げ
哉

折
お
と
に
か
く
る
き
っ
め
の
匂
哉

た
ま
し
ひ
の
匂
に
た
つ
や
神
の
梅

梅
は
只
空
を
根
に
し
て
匂
ひ
け
り

か
ジ
ま
ね
は
な
ら
ぬ
梅
な
り
注
連
の
内

御
盾

大
虫

藍
水

木
甫

吟
松

帯
雲
路

〔
見
開
き
の
遊
宴
図
一
図
４
〕

　
　
　
（
右
面
は
、
「
石
友
（
朱
印
二
穎
）
」
の
落
款
、
赤
毛
鋭
の

　
　
　
上
の
四
人
に
「
松
陰
・
芋
禄
」
「
大
虫
・
竹
堂
・
梅
何
・

　
　
　
藍
水
」
、
鏡
の
上
の
三
人
に
「
槌
松
・
仁
吉
・
十
七
蔵
」
、

　
　
　
立
ち
姿
の
二
人
に
「
伝
五
郎
・
豊
吉
」
の
説
明
あ
り
。

　
　
　
左
面
は
、
赤
毛
鋭
の
上
の
丸
人
に
「
石
友
・
帯
雲
・
巴

　
　
　
律
・
木
甫
乙
部
枝
」
「
嘉
北
・
御
盾
・
丸
山
・
梅
逸
」
、
立
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ち
姿
の
二
人
に
「
千
代
蔵
・
倉
太
」
の
説
明
あ
り
。
）

〔
見
開
き
の
遊
宴
図
一
図
５
〕

　
　
　
（
右
面
は
、
赤
毛
鋭
の
上
の
十
一
人
に
「
吟
松
・
翠
々
・

　
　
　
屋
守
・
一
篇
」
「
梅
遜
・
蘭
州
」
「
天
外
・
重
翠
」
「
梅
貫
・

　
　
　
梅
二
・
消
長
」
、
か
が
む
一
人
に
「
半
助
」
の
説
明
あ
り
。

　
　
　
左
面
は
、
梅
林
の
中
の
三
人
に
「
秋
陽
・
鴉
青
・
竹
秀
」
、

　
　
　
芭
蕉
の
「
此
梅
に
牛
も
」
の
句
碑
の
前
の
二
人
に
「
円

　
　
　
哉
・
川
和
」
の
説
明
あ
り
、
左
上
の
余
白
に
、
次
の
和
歌

　
　
　
一
首
を
添
え
る
。
）

手
剣
や
ぶ
る
神
の
ま
も
れ
る
雲
米
の
は
な

　
　
を
ら
ば
か
し
こ
み
手
を
ふ
る
な
ゆ
め

下
駄
ぬ
い
で
通
る
橋
あ
り
う
め
の
花

地
に
臥
て
に
ほ
ひ
を
空
に
有
米
の
花

柏
手
も
心
し
て
う
て
う
め
の
は
な

ど
の
家
も
朝
飯
遅
し
梅
花

水
音
の
ま
し
た
谷
間
や
梅
花

捻
梅
は
自
在
の
神
の
威
徳
哉

翠
々
旨

　
　
涼
枝

　
　
屋
守

　
　
竹
秀

　
　
天
外

　
　
川
和

七
十
四
歳
巴
律

見
尽
し
た
帰
り
も
櫛
の
噂
か
な

瓢
箪
も
世
に
出
初
け
り
梅
花

鈴
の
音
の
や
ま
ぬ
社
や
う
め
の
花

櫛
が
仙
の
し
づ
め
て
廻
る
一
座
哉

野
の
家
や
人
ま
で
櫛
に
似
た
そ
だ
ち

ょ
き
日
南
持
た
る
梅
の
小
家
か
な

星
見
え
て
暮
る
間
の
あ
り
う
め
の
花

一
日
に
な
じ
み
の
つ
く
や
梅
花

芳
し
き
影
こ
ぼ
れ
け
り
う
め
の
花

黒
々
と
人
も
け
し
き
や
梅
花

見
え
て
か
ら
ま
だ
里
深
し
梅
花

さ
く
ら
よ
り
手
近
き
楳
の
吉
野
哉

半
助
で
出
る
を
梅
見
の
自
慢
か
な

こ
れ
ほ
ど
は
思
が
け
な
し
う
め
の
花

ま
た
が
り
つ
潜
り
つ
権
に
ひ
と
日
哉

捻
れ
た
る
姿
を
う
め
の
老
木
哉

父
権
を
め
ぐ
る
や
酔
の
又
醒
る

九
山

蘭
州

円
哉

消
長
」
い

一
管

重
翠

鴉
青

梅
遜

梅
逸梅梅

椀貫

　
梅
二

　
半
助

少
年
芋
禄

　
　
　
旨

　
廳
北

　
翠
々

　
石
友

86



ひ
と
本
を
さ
な
が
ら
梅
の
林
か
な

藁
屋
ま
ば
ら
に
冴
か
へ
る
丘

被
綿
の
色
あ
た
ら
し
く
猿
曳
て

御
箸
の
つ
い
た
あ
と
を
い
た
ｙ
く

飛
石
に
白
目
を
こ
の
む
月
儲

芭
蕉
の
こ
ら
ず
さ
ん
声
べ
に
な
る

寺
屋
か
ら
放
し
鳥
ほ
ど
未
刻
上
り

阿
闇
梨
を
通
す
道
の
き
び
し
さ

着
こ
な
し
に
借
羽
織
と
は
見
え
ぬ
也

最
一
度
窪
間
へ
す
ゑ
る
別
れ
端

月
の
あ
る
内
と
納
涼
を
契
る
ら
ん

ぼ
ち
く
咲
は
菱
か
田
字
草
か

指
の
皮
摺
む
く
駕
の
燧
石

先
ン
手
が
勝
に
な
り
し
商
ひ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

流
も
な
き
文
字
の
極
ツ
た
俵
じ
る
し

あ
た
ら
ぬ
棒
に
声
立
る
犬

葺
替
の
邪
魔
と
む
ざ
／
＼
‘
花
折
て

冬
か
ら
見
れ
ば
倍
も
永
き
目

今
来
よ
と
い
ふ
は
た
し
か
に
試
茶

大
虫

　
石
友

　
廳
北

　
翠
々
」
に

　
帯
雲

　
吟
松

　
消
長

　
一
管

　
梅
何

　
梅
貫

　
天
外

　
梅
逸

　
梅
遜

　
涼
枝

　
屋
守
」

１
０

１

　
芋
禄

　
木
甫

　
藍
水

　
川
和

藪
潜
り
た
る
髪
が
横
む
く

稽
古
矢
の
面
目
も
な
き
そ
れ
所

西
に
成
た
り
南
風
に
成
た
り

生
死
ニ
も
し
ら
ず
海
月
の
ふ
う
は
く

こ
ぼ
れ
か
ふ
つ
た
腹
で
順
礼

人
中
で
愚
裔
の
あ
り
た
け
さ
ら
け
出
し

年
わ
す
れ
と
は
酒
の
名
目

炭
挽
に
此
鋸
は
を
し
い
も
の

下
部
つ
か
ひ
も
さ
と
き
検
校

　
　
右
一
順
を
帰
杖
の
み
や
げ
と
せ
し
に
、
あ
な

　
　
た
こ
な
た
へ
引
は
り
あ
ひ
、
な
ほ
其
韻
を
次

　
　
て
六
々
の
数
に
み
た
し
め
て
返
し
こ
し
ぬ
。

月
蝕
を
か
く
す
は
雲
も
憎
か
ら
ず

こ
ｙ
廿
日
ほ
ど
稲
の
気
遣
ひ

四
手
う
つ
も
若
手
ま
さ
り
の
九
十
九
髪

水
張
ツ
て
お
く
雑
炊
の
あ
と

雨
漏
と
鼠
の
尿
の
ま
ぎ
ら
は
し

腰
折
ひ
と
つ
ま
と
め
兼
け
り

も
ろ
こ
し
の
吉
野
も
花
の
春
な
れ
や

九
山

梅
二

半
助

蘭
州

円
哉

竹
秀

鴉
青
」
に

巴
律

重
翠

萱
邨

為
樵

兎
臼

喝
石

雪
曹
」
心

白
鳥

呉
石
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海
部
郡
に
霞
む
人
声

当
日
、
発
句
の
み
よ
せ
ら
れ
し
人
々
。

丘
烏

　
　
七
香
園
主
が
祖
翁
の
句
碑
を
い
と
な
ま
れ
た

　
　
る
よ
し
は
、
い
ぬ
る
己
未
の
花
供
養
集
に
予

　
　
が
ひ
と
言
あ
り
。
其
ち
な
み
あ
る
梅
の
む
し

　
　
ろ
に
は
づ
れ
し
老
の
杖
の
甲
斐
な
き
を
梅
て

う
つ
む
く
や
梅
の
面
影
ま
の
あ
た
り
　
　
ｇ
ｙ
お
辿
ハ
石
」
に

白
梅
や
ま
だ
冴
返
る
山
の
鐘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
丘
鳥

し
ら
う
め
に
一
声
な
く
や
夜
の
鳥
　
　
　
　
　
　
丿
日
鳥

梅
明
り
す
る
や
流
も
に
ほ
ふ
ほ
ど
　
　
　
　
　
　
府
内
正
六

ね
じ
れ
た
る
梅
香
は
し
る
吉
野
哉
　
　
　
　
　
　
、
狙
彦

窪
る
の
み
に
な
り
て
客
あ
り
梅
の
月
　
　
　
　
　
よ
侮
雄
女

八
千
代
ふ
る
こ
ｙ
ら
は
梅
の
よ
し
の
哉
　
　
　
　
大
在
馴
郷

小
蔀
の
梅
に
あ
ふ
つ
や
日
人
前
　
　
　
　
　
　
　
４
大
分

澄
遂
る
朝
空
寒
し
梅
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
七
白
鳥

罠
莉
の
小
皿
に
氷
る
梅
見
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
万
碧
水

数
多
く
み
ゆ
る
菩
や
雨
の
梅

馬
に
乗
る
う
ち
預
る
や
梅
華

梅
さ
く
や
暮
て
迄
聞
鳥
の
こ
ゑ

庭
先
を
廻
る
水
あ
り
梅
花

一
藪
は
吹
こ
す
梅
の
匂
か
な

宵
月
の
久
し
う
見
え
て
梅
華

遠
く
よ
り
見
て
来
る
鳥
や
梅
花

梅
は
た
ｙ
白
き
が
上
の
月
夜
か
な

う
め
が
香
を
な
め
て
声
張
る
小
鳥
哉

何
風
も
当
る
と
こ
ろ
や
う
め
の
花

梅
が
Ｎ
の
毛
穴
に
も
し
む
心
地
哉

梅
白
し
月
又
白
し
明
の
空

苔
の
香
は
別
に
あ
る
也
雲
米
の
花

神
の
地
に
ふ
し
て
ゆ
た
か
や
梅
花

細
入
を
し
て
月
の
人
う
め
見
哉

山
川
を
受
て
奥
あ
り
梅
華

尊
さ
に
析
枝
の
な
し
神
の
梅

餌
を
蒔
て
梅
を
退
せ
る
小
鳥
哉

宮
守
の
落
付
顔
や
梅
の
花

　
、
竹
香

　
肯
舟
」
ヴ

　
作
飛
川

　
よ
岡
耕

ヨ
コ
ー
尾
香
雲

　
、
雨
新

　
、
鉄
舟

ハ
Ａ
伴
松

　
ご
化
渓

　
、
松
島

　
、
柳
翠

　
、
逸
翁

　
♀
桃
泉
」
い

　
キ
ダ
ト
雲

　
ａ
蘭
什

　
、
蓉
鏡

　
光
占
陸
沈

　
中
″
清
泉

ｙ
万
逸
民
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ふ
と
こ
ろ
に
香
の
あ
ふ
れ
込
梅
見
哉

世
の
智
恵
は
捨
た
人
な
り
梅
の
客

梅
が
ゝ
や
柴
で
汲
た
る
矢
立
水

梅
咲
て
こ
ゝ
迄
け
ふ
の
に
ほ
ひ
哉

石
垣
に
草
は
生
け
り
う
め
の
花

さ
そ
は
れ
つ
さ
そ
ひ
つ
け
ふ
の
梅
見
哉

粥
腹
の
ぬ
く
も
り
を
来
て
梅
見
哉

白
梅
や
麻
迷
ふ
鴉
啼
す
ゞ
め

山
寺
や
折
敷
に
の
す
る
う
め
の
花

朝
々
に
よ
き
枝
出
来
て
梅
の
花

似
た
橋
に
似
た
家
の
あ
り
梅
の
月

水
は
田
に
梅
は
畑
に
夕
明
り

山
里
や
ど
の
道
来
て
も
う
め
の
花

梅
が
ゝ
や
寒
い
所
に
小
酒
盛

梅
に
さ
へ
不
沙
汰
す
る
ほ
ど
老
に
け
り

浦
の
夜
は
梅
に
明
く
と
も
定
ま
ら
ず

し
つ
か
り
と
夜
に
入
梅
の
匂
か
な

鐘
の
音
を
よ
そ
に
間
け
り
月
の
梅

梅
が
ゝ
や
矢
狭
間
を
も
れ
て
広
う
な
る

　
　
　
、
柳
圃

　
　
　
寒
。
喝
石

　
　
　
二

1 1
曹

　
雪
曹
八
八
才
心
ヱ
泥

　
晦
逸
子
八
才
小
虎
」
３
１

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
、
一
的

　
　
　
津
守
兎
臼

　
　
万
作
梅
敏

　
　
　
宗
方
為
樵

　
　
　
雄
城
千
丈

　
　
　
、
梅
月

　
　
　
万
梅
谷

　
　
″
八
本
梅
彦

　
ワ
サ
田
9
宇

松
岡
七
脂
七
叟
聊
且

　
　
　
扇
蓬
」
心

　
　
　
、
是
空

　
　
　
ご
汀
潭

　
　
　
ご
限
月

咲
だ
樹
は
見
え
ね
ど
梅
の
に
ほ
ひ
哉
　
　
　
　
　
　
丿
几
青

人
の
居
ぬ
門
に
も
梅
の
さ
か
り
哉
　
　
　
　
　
　
、
糸
屑
女

山
深
く
野
深
く
う
め
の
か
を
り
哉
　
　
　
　
　
　
、
一
糸
女

花
活
の
見
く
ら
べ
も
な
し
梅
も
ら
ひ
　
　
　
　
　
　
、
竹
裡

　
　
予
は
病
床
に
臥
て
嘆
息
の
額
を
撫
な
が
ら
、
又

　
　
お
の
く
の
帰
杖
を
待
て
漫
遊
の
趣
を
聞
ば
や

　
　
と
ね
が
ふ
ま
ｙ
に

薬
に
は
こ
と
ば
の
花
ぞ
梅
狂
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
萱
邨
」
1
4
1

発
起
み
た
り
の
英
傑
を
い
に
し
へ
に
擬
せ
ば
、
桃
園
の
華
兄
弟
と

も
い
は
む
鰍
。
幸
ひ
、
よ
し
野
の
臥
竜
先
生
、
此
国
の
風
雅
を
い

つ
ま
で
も
補
佐
し
た
ま
へ
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
虫
老
人
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
心

　
　
　
　
　
出
　
杖
　
名
　
録

松
陰

秋
陽

松
岡
、
浄
言
々
ｔ
。

筑
後
久
留
米
、
僧
。

寓
浄
霊
寺
。

竹
堂

御
盾

浄
雲
寺
弟
。

肥
前
小
城
、
画
工
。

墾
氏
、
吟
雨
耕
。
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大
虫
　
摂
津
御
影
、
遊
客
。

木
甫
　
信
濃
飯
田
、
遊
客
。

帯
雲
　
丹
生
尾
山
、
杉
崎

　
‘
ｊ
　
　
松
太
夫
。

屋
守
　
丹
生
、
杉
崎
佐
’
郎
。

天
外
　
萩
原
、
白
露
庵
主
。

巴
律
　
豊
前
高
田
、
謡
曲
師
。

　
ｚ
　
　
安
達
氏
。

蘭
州
　
詔
侍
塔
中
高
徳

消
長
　
松
岡
、
中
尾
馬
之
輔
。

重
翠
　
植
田
、
安
東
士
郎
。

梅
遜
　
津
守
、
橋
本
慈
ハ
。

梅
貫
　
植
田
、
利
光
生
前
。

梅
二
　
植
田
、
安
東
松
七
。

芋
禄
　
れ
友
弟
、
卯
六
。

翠
々
　
日
。
之
原
、
後
藤
静
安
。　

豊
古

伝
五
郎

藍
水
　
阿
波
徳
島
、
遊
客
。

吟
松
　
佐
賀
関
、
徳
応
が
Ｌ
。

涼
枝
　
丹
生
、
藤
津
国
。
。
一
郎
。

竹
秀
　
鶴
崎
、
本
郷
槌
右
衛
門
。

＝
□
　
乙
津
、
柏
原
和
太
郎
、

Ｊ
禾
・

九
山
　
口
。
之
原
、
明
林
寺
主
。

円
成
　
浄
雲
与
徒
。
　
　
　
」
１
５

１

一
篇
　
松
岡
、
安
載
龍
太
郎
。

鴉
Ｉ
Ｈ
　
曲
邨
　
佇
藤
耕
弩

梅
逸
　
萩
原
、
馬
見
塚
清
太
郎
。

梅
栃
　
片
烏
、
津
末
其
太
郎
。

半
助
　
伊
予
入
、
来
往
松
岡
。

嘉
レ
Ｌ
　
植
田
、
安
東
玄
達
。

　
４

石
友
　
松
岡
、
安
藤
伝
左
衛
門
。

ド

　
仁
吉

十
七
歳

川

　
倉
太

千
代
蔵

翠

々

僕

槌
松

都
計
三
十
九
名

豊
後
大
分
郡
花
信
松
笥
七
香
三
園
合
梓

１５ウ

　
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
多
く
の
方
の
ご
教
示
を
得
た
。
岩
北

に
つ
い
て
は
大
泉
禅
寺
三
ケ
尻
玄
自
住
職
、
安
束
縛
積
・
逸
子
夫
妻
、

永
田
真
理
子
、
翠
々
に
つ
い
て
は
西
福
寺
西
藤
真
住
職
・
後
藤
佳

代
・
泥
谷
孝
彦
・
泥
谷
ト
ミ
・
大
竹
ト
ヨ
・
甲
斐
キ
ミ
子
、
石
友
に

つ
い
て
は
安
藤
高
徳
、
松
陰
に
つ
い
て
は
浄
雲
寺
相
馬
温
住
職
、
吟

松
に
つ
い
て
は
徳
応
寺
東
光
爾
英
住
職
、
丸
山
に
つ
い
て
は
妙
林
寺

大
柴
迦
葉
住
職
、
呉
石
に
つ
い
て
は
衛
藤
秀
子
、
の
皆
さ
ん
で
あ
る
。

ま
た
本
学
の
安
東
大
隆
教
授
か
ら
県
内
の
寺
院
に
つ
い
て
、
後
藤
重

巳
教
授
か
ら
文
書
類
に
つ
い
て
お
教
え
を
い
た
だ
い
た
。
す
べ
て
の

方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

　
永
く
心
に
あ
っ
た
吉
野
梅
林
が
、
本
学
国
文
学
科
に
席
を
い
た
だ

く
こ
と
で
、
は
か
ら
ず
も
近
い
も
の
に
な
っ
た
。
感
謝
を
こ
め
て
こ

の
一
編
を
終
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）

－90－
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